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Monthly Information

11
November 2017

今月のお知らせ

Monthly Information

お問い合わせ先一覧

●町役場

　 TEL096-234-1111（代表）

●町教育委員会

 （町生涯学習センター）

　 TEL096-234-2447（代表）

●町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711

●町水道管理センター

　 TEL096-234-0755

●町民センター

　 TEL096-234-2459

●町学校給食センター

　 TEL096-234-0255

●町老人憩いの家

 （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL096-234-0423

●御船町甲佐町衛生施設組合

 （クリーンセンター）

　 TEL096-282-0688

●上益城消防署

　 TEL096-282-1955

●御船警察署

　 TEL096-282-1110

●上益城広域連合

　 TEL096-237-2891

●県上益城地域振興局

　 TEL096-282-2111（代表）

●県御船保健所

　 TEL096-282-0016

●県庁

　 TEL096-383-1111（代表）

　
方

▼
サ
ー
ビ
ス
内
容
に
つ
い
て

　
生
活
範
囲
内
の
清
掃
、
整
理
整

頓
、
環
境
整
備
、
ご
み
出
し
、
洗

濯
、
一
般
的
な
調
理
・
配
膳
（
は

い
ぜ
ん
）、
日
用
品
の
買
物
な
ど

▼
利
用
者
負
担
額

●
介
護
保
険
負
担
割
合
が
１
割
の
方

・
30
分
以
下

　
１
０
０
円

・
30
分
を
超
え
60
分
以
下

　
２
０
０
円

●
介
護
保
険
負
担
割
合
が
２
割
の
方

・
30
分
以
下

　
２
０
０
円 

・
30
分
を
超
え
60
分
以
下

　
４
０
０
円 

▼
サ
ー
ビ
ス
の
回
数

　
１
週
間
に
２
回
ま
で

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
５
‐
８
７
１
１

・
町
福
祉
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　「
ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
寄
附
金
」

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
多
く
の
皆
様
方
か
ら

い
た
だ
き
ま
し
た
心
温
ま
る
ご
好

意
を
町
の
振
興
の
た
め
に
大
切
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
皆
様

　
お
名
前

　
　
　
　
ご
住
所

・
野
﨑

　
寿
之
様

　
東
京
都

・
金
澤

　
憲
吾
様

　
東
京
都

・
長
田

　
栄
臣
様

　
京
都
府

・
岡
本

　
真
琴
様

　
石
川
県

・
古
閑

　
裕
也
様

　
東
京
都

・
古
閑

　
理
奈
様

　
愛
知
県

・
岡
本

　
延
明
様

　
茨
城
県

・
飯
田

　
哲
康
様

　
青
森
県

・
山
﨑

　
　
巌
様

　
鹿
児
島
県

・
高
崎
健
太
郎
様

　
神
奈
川
県

・
岡
部

　
弘
美
様

　
千
葉
県

・
冨
永

　
翔
太
様

　
長
崎
県

・
内
田

　
政
憲
様

　
東
京
都

・
亀
山

　
祐
貴
様

　
東
京
都

・
立
島

　
　
惠
様

　
埼
玉
県

・
石
塚

　
冒
義
様

　
千
葉
県

・
坂
本

　
誠
史
様

　
東
京
都

・
後
藤

　
勇
人
様

　
山
口
県

・
中
條

　
直
樹
様

　
東
京
都

▼
平
成
29
年
度
寄
附
金
額
合
計

　
６
，
６
６
８
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　（
９
月
30
日
現
在
）

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

・
町
総
務
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　（
内
線
２
２
４
）

・
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　「
ふ
る
さ
と
納
税
」
ペ
ー
ジ

　http://w
w

w
.tow

n
.kosa.ku

m
a

　m
oto.jp/q/aview

/102/233.htm
l

　
11
月
は
、
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
で
す
。

　
児
童
虐
待
に
は
、
身
体
的
虐
待

（
殴
る
、
け
る
な
ど
）、
性
的
虐
待

（
子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、
性
的

行
為
を
見
せ
る
な
ど
）、
ネ
グ
レ

ク
ト
（
家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事

を
与
え
な
い
な
ど
）、
心
理
的
虐

待
（
言
葉
に
よ
る
脅
し
、
子
ど
も

の
目
の
前
で
家
族
に
暴
力
を
振
る

う
な
ど
）
が
あ
り
ま
す
。

　
赤
ち
ゃ
ん
が
、
泣
き
止
ま
な
い

と
き
に
イ
ラ
イ
ラ
し
て
激
し
く
揺

さ
ぶ
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
な
い
で

す
か
。
そ
う
す
る
と
頭
（
脳
や
網

膜
）
に
損
傷
を
受
け
重
い
障
害
が

残
っ
た
り
命
を
落
と
し
た
り
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き

は
赤
ち
ゃ
ん
を
安
全
な
場
所
に
寝

か
せ
、
そ
の
場
を
少
し
の
間
で
も

離
れ
て
、
ま
ず
自
分
を
リ
ラ
ッ
ク

ス
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子

ど
も
が
い
た
り
、
ご
自
身
が
出
産

や
子
育
て
に
悩
ん
だ
り
し
た
ら
、

児
童
相
談
所
や
市
町
村
の
窓
口
へ

連
絡
・
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
町
福
祉
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
4

　（
内
線
１
４
６
）

・
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
５
‐
８
７
１
１

・
児
童
相
談
所
全
国
共
通
3
桁
ダ

　
イ
ア
ル

　
TEL
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

　
女
性
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
全
国
一
斉

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強

化
週
間
を
実
施
し
ま
す
。

　
期
間
中
、
地
方
法
務
局
お
よ
び
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
電
話

相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

▼
実
施
期
間

・
11
月
13
日
（
月
）
～
17
日
（
金
）

　 

午
前
8
時
30
分
～
午
後
7
時

・
11
月
18
日
（
土
）・
19
日
（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

▼
電
話
相
談

　
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
TEL
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

▼
相
談
担
当
者

　
人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

▼
相
談
内
容

　
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
に
よ
る
被
害
、

職
場
等
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
女
性
を

め
ぐ
る
人
権
問
題

※
相
談
内
容
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
TEL
０
９
６
‐
３
６
４
‐
２
１
４
５

　
　

　　
町
で
は
、
身
体
介
護
（
排
せ
つ
、

食
事
介
助
、
入
浴
な
ど
）
を
伴
わ

な
い
生
活
援
助
（
生
活
範
囲
内
の

清
掃
・
整
理
整
頓
、
ご
み
出
し
、

洗
濯
な
ど
）
サ
ー
ビ
ス
（
訪
問
型

サ
ー
ビ
ス
Ａ
）
を
10
月
１
日

（
日
）
か
ら
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ａ
は
身
体
介

護
を
伴
わ
な
い
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
、

今
ま
で
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
（
訪
問
介
護
相
当

サ
ー
ビ
ス
）
よ
り
、
１
回
あ
た
り

の
利
用
者
負
担
額
が
少
な
く
な
っ

て
ま
す
。

▼
対
象
者

　
65
歳
以
上
で
、
次
の
項
目
を
す

べ
て
を
満
た
す
方

・
介
護
保
険
の
認
定
で
要
支
援

　
１
・
２
と
認
定
さ
れ
た
方
、
ま

　
た
は
事
業
対
象
者
（
基
本
チ
ェ

　
ッ
ク
リ
ス
ト
該
当
者
）

・
入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事
な
ど
日

　
常
生
活
を
営
む
上
で
必
要
な
動

　
作
は
で
き
る
が
、
買
物
、
調
理
、

　
洗
濯
な
ど
の
動
作
に
つ
い
て
、

　
何
ら
か
の
援
助
が
必
要
な
方

・
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
で
居

　
宅
で
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る

日 曜 当 番 医
月　日 当番医 電話番号

11月５日 荒 瀬 病 院 TEL096-234-1161

11月12日 谷 田 病 院 TEL096-234-1248

11月19日 甲佐眼科クリニック TEL096-235-5600

11月26日 荒 瀬 病 院 TEL096-234-1161

doctor

町税などの滞納処分（９月分）

種　別 件数・金額など

捜 索 ０件

差 し 押 さ え 件 数 ４件

交 付 要 求 ０件

取 立・ 公 売 代 金 316,376円

tax

事 件 ・ 事 故 件 数

種　別
発生件数

９月 年累計

人身事故 ５ 22

物損事故 10 171

盗難など ０ 12

９月30日現在

traffic safety

出 動 火 災 件 数

種　別 発生件数 前年比較

家 屋 ２ （１）

原 野 ０ （０）

そ の 他 ４ （４）

合計件数 ６ （５）

10月15日現在（カッコ内は前年比較）

fire prevention  

ｉ
お
知
ら
せ

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で

解

決

す

べ

き

問

題

で

す

ｇ
お
礼

ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
寄
附
金

現代では車で簡単に物を運べ

ますが、道らしい道が無かった時

代はどうやって運んだのでしょう

か。運搬には牛馬や背負いこ（しょ

いこ）、木馬（キンマ※ 1）などが

有りますが、一番日常的に使われ

たのが「おこ」と「てんびん」です。

私の体験をもとに説明をします。

昭和 24 ～ 30 年頃、私の家は

牛を養っていたので、餌となる草

を切り、家まで運ぶのに「おこ」

を使いました。草を切り、束ねて

「いなじ※ 2」で結び、「おこ」の両

端に刺して肩に載せ、わら束やた

き物などさまざまなものを日常的

に運びました。

蚕を養う時に使う、桑の葉を

入れた「桑めご※ 3」は「てんびん」

を使って運びました。肩に載せて

急な山坂を上下するのは大変な作

業でした。その他に肥え桶（こえ

おけ※ 4）を運ぶのに使いました。

「てんびん」を使って運ぶ光景は

よく目にしました。

便利な社会になりましたが、

50 ～ 60 年前は運ぶ作業にこん

な光景がよく見られました。

※ 1 切り出した材木などを山から運び出す

ための搬出用のそり状のもの

※ 2 一握りの稲わらを二つに分け穂と穂を

結んで作る。物を結ぶ時に使う

※ 3 竹で編んだかご、直径が 50cm 程の大

きさ

※ 4 人糞（ふん）を肥料として使っていた

から、それを入れる桶（おけ）のことです。

甲佐町の文化財探訪　〜第 50 回〜

古きを訪ねて甲佐町を知る

　
　
　
▶
「
お
こ
」
と
「
て
ん
び
ん
」

■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　

　 TEL 096-234-2447（内線 322）　

「おこ」と「てんびん」 清村 一男 町文化財保護委員（下豊内区）

environmental preservation

クリーンセンターへのごみ搬入量（９月分）

種　別 搬入量 前月比較 前年比較

可 燃 ご み 210,970 △42,100 △69,890

資 源 ご み 21,460 △4,030 △10,150

粗 大 ご み 5,850 230 △2,580

合 計 238,280 △45,900 △82,620

※単位・㌔ 

女

性

の

人

権

ホ

ッ

ト

ラ

イ

ン

強

化

週

間

身
体
介
護
を
伴
わ
な
い
生
活
援

助
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
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●お問い合わせ先　甲佐町商工会　 TEL096 ‐ 234 ‐ 0272

　
平
成
29
年
度
産
業
文
化
祭
を
11

月
12
日
（
日
）
に
開
催
し
ま
す
。

▼
開
催
日
時

　
11
月
12
日
（
日
）

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

▼
会
場

　
町
役
場
ろ
く
じ
館
側
駐
車
場
、

町
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
「
ろ
く
じ

館
」、
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

▼
イ
ベ
ン
ト
内
容

●
農
業
祭

　
本
町
産
の
農
産
物
の
即
売
会
、

バ
ナ
ナ
の
た
た
き
売
り
、
ミ
カ
ン

の
つ
か
み
取
り
、
搾
り
た
て
牛
乳

の
無
料
サ
ー
ビ
ス
な
ど

●
商
工
祭

　
ニ
ラ
飛
ば
し
大
会
、
も
ち
投
げ
、

本
町
特
産
の
ニ
ラ
を
使
用
し
た
鍋

の
１
，
０
０
０
人
配
布
な
ど

●
文
化
祭

　
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
の
ス

テ
ー
ジ
発
表
、
文
芸
術
作
品
の
展

示
お
よ
び
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど

●
そ
の
ほ
か
の
イ
ベ
ン
ト

　
上
益
城
消
防
署
に
よ
る
救
命
工

作
車
や
救
急
車
の
展
示
や
訓
練
の

実
演
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
、
県
警
に
よ

る
パ
ト
カ
ー
展
示
お
よ
び
乗
車
体

験
な
ど

※
わ
か
あ
ゆ
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
11

　
月
11
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分

　
か
ら
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

　
開
催
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
農
政
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
７
６

　（
内
線
１
５
３
）

　
緑
川
中
域
の
国
指
定
重
要
文
化
財

「
通
潤
橋
」
や
「
霊
台
橋
」
な
ど
の

石
橋
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
石
橋
技

術
を
継
承
し
、
石
橋
の
素
晴
ら
し
さ

を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、「
全
国

石
橋
サ
ミ
ッ
ト
in
く
ま
も
と
」
を
山

都
町
で
開
催
し
ま
す
。

▼
開
催
日
時

　
11
月
17
日
（
金
）・
18
日
（
土
）

▼
会
場

　
清
和
文
楽
館
（
山
都
町
）

▼
イ
ベ
ン
ト
内
容

　
石
橋
技
術
の
継
承
や
石
橋
の
魅
力

な
ど
の
観
光
へ
の
活
か
し
方
に
つ
い

て
議
論
す
る
ほ
か
、
県
立
劇
場
館
長

の
姜
尚
中
氏
に
よ
る
記
念
講
演
や
エ

キ
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
（
石
橋
探
訪
バ
ス

ツ
ア
ー
、
フ
ッ
ト
パ
ス
）
を
実
施
し

ま
す
。

　
石
橋
や
土
木
技
術
に
興
味
の
あ
る

方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
定
員

　
２
０
０
人

　

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

平
成
29
年
度
産
業
文
化
祭
を

11

月

12

日
（

日

）

開

催

▼
参
加
費

　
無
料

　（
た
だ
し
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
、
エ

　
キ
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
の
一
部
は
有
料
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
緑
川
流
域
広
域
連
携
事
業
実
行
委

　
員
会

　（
山
都
町
山
の
都
創
造
課
内
）

　
TEL
０
９
６
７
‐
７
２
‐
１
１
５
８

　
子
ど
も
の
発
達
に
応
じ
た
学
校
や

学
級
な
ど
の
選
択
が
で
き
る
よ
う
に
、

学
び
の
場
の
特
徴
や
就
学
ま
で
の
手

続
き
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
行

い
ま
す
。

▼
開
催
日
時

　
11
月
10
日
（
金
）

　
午
前
10
時
30
分
～

▼
会
場

　
御
船
町
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
２

階
会
議
室

▼
対
象

　
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど

も
さ
ん
の
保
護
者
、
園
の
関
係
者
な

ど▼
定
員

　
80
人
（
先
着
順
）

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
上
益
城
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー

　
TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
４
１
８
０

　
平
成
29
年
分
給
与
所
得
の
年
末
調

整
説
明
会
が
、
次
の
と
お
り
開
催
さ

れ
ま
す
。

▼
対
象
者
お
よ
び
開
催
日
時

●
熊
本
西
税
務
署
管
内
の
徴
収
義
務

　

者
・
11
月
13
日
（
月
）

　
午
前
10
時
～
正
午

・
11
月
13
日
（
月
）

　
午
後
2
時
～
午
後
４
時

・
11
月
14
日
（
火
）

　
午
前
10
時
～
正
午

●
熊
本
東
税
務
署
管
内
の
徴
収
義
務

　

者
・
11
月
14
日
（
火
）

　
午
後
2
時
～
午
後
４
時

▼
会
場

　
県
立
劇
場

　（
熊
本
市
中
央
区
大
江
２
丁
目
）

※
案
内
状
が
事
前
に
送
付
し
て
あ
り

　
ま
す
が
、
案
内
状
が
な
い
方
で
も

　
入
場
で
き
ま
す
。

※
案
内
状
に
指
定
さ
れ
た
日
時
以
外

　
で
も
入
場
で
き
、
そ
の
際
の
変
更

　
連
絡
は
不
要
で
す
。

※
駐
車
可
能
台
数
が
著
し
く
限
ら
れ

　
て
い
る
た
め
、
公
共
交
通
機
関
で

　
の
来
場
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先　

・
熊
本
西
税
務
署

　
TEL
０
９
６
‐
３
５
５
‐
１
１
８
１

・
熊
本
東
税
務
署

　
TEL
０
９
６
‐
３
６
９
‐
５
５
６
６

　
近
年
、
都
市
の
繁
華
街
を
中
心
に

女
子
高
生
な
ど
に
よ
る
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

会
話
や
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ま
せ
る
な
ど

の
接
客
サ
ー
ビ
ス
を
売
り
物
と
す
る

営
業
が
見
ら
れ
、「
Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
一
見
す
る
と
問
題
の
な
い
ア
ル
バ

イ
ト
先
に
見
え
る
場
合
で
も
、
女
子

高
生
な
ど
が
客
か
ら
児
童
買
春
な
ど

の
被
害
に
遭
う
な
ど
の
ケ
ー
ス
が
目

立
っ
て
お
り
、
安
易
に
働
く
こ
と
は

と
て
も
危
険
で
す
。

　「
Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
」
は
手
軽
な

ア
ル
バ
イ
ト
で
は
な
く
、
危
険
な

ア
ル
バ
イ
ト
で
す
。
絶
対
に
働
い

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

▼
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
た
際
は

・
警
察
安
全
相
談
専
用
電
話

　
TEL
＃
９
１
１
０

※
ま
た
は
、
最
寄
の
警
察
署
ま
で
ご

　
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　（
御
船
警
察
署
内
）

　
TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

　（
内
線
２
６
１
）

ｃ
く
ら
し
安
全

「
Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
」
は
Ｎ
Ｏ
！

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOUスポーツクラブ」

11月のアユスポ・カレンダー

　●スポンジテニス＆

　　　　　　　バドミントン

　　甲佐小体育館

　　　　　月曜日　午後７時30分

●少年柔道

　甲佐中武道館「甲心館」

　　月・水・金曜日　午後７時

　●卓球

　　町生涯学習センター・ホール

　　　　水・金曜日　午後７時30分

●サッカー教室

　甲佐中グラウンド

　　　　　　木曜日　午後７時

　甲佐小グラウンド

　　　　　　土曜日　午前９時

　●バスケットボール教室

  　甲佐中体育館

　　　　　　　火曜日　午後８時

　●ジュニアバスケット教室

  　甲佐小体育館

　　　　　　　水曜日　午後７時

　●ノルディックウォーキング

　　教室

　  白旗小体育館

　　　　　　　月曜日　午後７時

■お問い合わせ先

　I・YOU（アユ）スポーツクラブ事務局
　（町教育委員会社会教育課内）
　 TEL096-234-2447（内線325）

少年柔道

 野々口　琉人くん ( 左から )

　　　　 輝人くん　
　　　　 空人くん（芝原区）

　　　柔道がんばってます！

特
別
支
援
教
育
に
関
す
る

就
学
に
向
け
て
の
説
明
会

全
国
石
橋
サ
ミ
ッ
ト
in
く
ま
も
と

11
月
17
・
18
日
山
都
町
で
開
催

e
開
催

町生涯学習センター・ギャラリーモール展示のお知らせ　～11月～
 Event

●産業文化祭作品展示

■日　程　　11 月 10 日（金）～ 27 日（日）

■展示内容　文化祭作品の展示

■主　催　　甲佐町文化協会

●お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　 TEL 096 ‐ 234 ‐ 2447

マイナンバー（個人番号）のご確認をお願いします
Informations

■マイナンバー（個人番号）の確認をお願いします

　平成 27 年 10 月から住民票を有するすべての方に
マイナンバー（個人番号）が付番され、通知カード
により通知されています。

　マイナンバーは、１人に１つだけの番号で役所な
どでの手続きに必要となる大切なものです。すでに、
社会保障分野や税分野などにおいて利用が開始され
ています。
　平成 30 年２月の確定申告には、マイナンバーカー
ドや通知カードの提示および申告書へマイナンバー
の記載が必要となります。通知カードは捨てたり破っ
たりせず、大切に保管してください。

■マイナンバーカードを作りませんか

　マイナンバーカードは個人番号が記載された顔写
真付きのセキュリティの高いカードです。公的な身
分証明書としても広くご活用できます。
　カード内のＩＣチップには利用者用電子証明書と

署名用電子証明書が搭載され、e-Tax（国税電子申告・
納税システム）などの文書の提出を伴う電子申請な
どに利用されます。

　マイナンバーカードを希望される方は、申請によ
り初回は無料で交付されます。現在は申請から１か
月ほどで完成し、町住民生活課窓口で本人確認後の
交付となります。
　確定申告にも使用できますので、e-Tax をご利用予
定の方は、お早めに申請をお願いします。

※通知カードやマイナンバーカードを紛失した場合
　は届けが必要です。
※通知カードの再発行手数料は 500 円、マイナンバー
　カードの再交付手数料は 800 円です。
　詳しくは、町住民生活課にお問い合わせください。

▶お問い合わせ先

　町住民生活課　 TEL 096-234-1113（内線 101）

▼

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド

▼

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

▼

文
化
祭
作
品
を
展
示
し
ま
す

平
成
29
年
分
給
与
所
得
の
年
末

調
整
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て


